

























































                2年 梅本哲也 
今回の見学実習では様々なところに行ってきた
が、2 日目の最後に行った天理参考館について述
べようと思う。  
 まずこの天理参考館の異国風の外観に驚いた。
この辺り一帯が日本ではないような気分にさえな
った。内部もとてもきれいで、近代的な感じがし
た。天理といえば天理教といった先入観をもって
いたため、この参考館も宗教色が強いものだと勝
手に想像していたが、天理教は全く関係なく一般
の博物館等と同じだった。この天理参考館は、1、
2 階に「世界の生活文化」、3 階に「世界の考古美
術」という構成になっている。また、企画展とし
てニューギニア、アジア、アフリカ各地の太鼓が
展示されていた。「世界の生活文化」では、アイ
ヌ、朝鮮半島、中国、台湾、バリ、ボルネオ、イ
ンド、メキシコ、グアテマラ、パプアニューギニ
ア、アメリカ、日本など世界各国の各テーマに沿
って集められた資料が展示されていた。例えば、
朝鮮半島の資料のテーマは「伝統社会の道しるべ」
で、朝鮮半島の農村社会の風物詩であるチャンス
ンや祭りの仮面と楽器・服飾用品・裁縫道具・食
器類・神像類などが展示されており、朝鮮の伝統
的社会に生きる人々の精神世界や理想とする文化
秩序を見ることができるようになっていた。また、
アイヌの資料のテーマは「北の大地が育む手技」
で、儀礼用の着物や彫刻を施した道具類、家宝・
宝器として大切に扱われてきた儀礼用の漆器や宝
刀が展示されており、アイヌの女性・男性それぞ
れの伝統的な手仕事の技やかつての盛んな交易の
歴史の一端にふれることができるようになってい
た。このようにさまざまなテーマに分かれている
ことにより、飽きずに楽しく見学することができ
た。「世界の考古美術」では、日本、朝鮮半島、
石舞台古墳  
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中国、オリエントの様々な考古美術が展示されて
いた。また、布留遺跡という天理参考館の近くに
ある旧石器から現代まで続く複合遺跡の遺物も別
に展示されていた。そこでは布留遺跡およびその
周辺で行われた発掘調査で見つかった主な遺物と
布留遺跡で見つかった埴輪などから、古墳時代の
祭場の様子が復元されていた。このようにこの天
理参考館は、あらゆる国の多種多様な資料が展示
されており、その幅広さに驚かされた。また、身
体障害者の方や、乳幼児を連れている方のために
車椅子、ベビーカーの無料貸し出しや、授乳室の
設置、そして外国人の方や視覚障害者の方のため
の日・英・中・葡・韓 5 カ国語の音声解説機器の
無料貸し出しなど来館者への配慮も十分に行われ
ていた。この天理参考館では、全体的に興味を引
くものが多く、また初日に行った橿原考古研付属
博物館と違い、制限時間がなかったため、ゆっく
りと楽しく見学することができた。  
天武・持統天皇陵  
 今回の見学実習では、移動はほとんど歩きだっ
たため非常に疲れたが、個人的にも奈良に行った
事がなく、一度訪れてみたかったため、いい機会
となった。また、多くの遺跡や遺物などを見るこ
とができて勉強にもなり非常に充実した実習だっ
たと思う。是非また奈良に行って、今回見学した
もの以外の遺跡や遺物も見てみたいと思った。  
 
「見学実習で学んだこと」  
2年 杉本芳江 
今回、考古学実習の一環として、奈良県橿原・
明日香・天理を訪れ、いくつかの博物館と遺跡を
見学した。最初に訪れた橿原考古学研究所付属博
物館では必死にメモをとった。すると、想像して
いた以上に興味深いものが展示されており、集合
時間も忘れてメモを取り続けることとなった。  
 橿原遺跡は、奈良の沖積地から南北へ延びた洪
積台地に立地し、縄文時代後期後葉から急速に大
きくなり、特異な個性を持って晩期前半に興隆期
を迎え、晩期終末期を迎えることなく終焉に至っ
たと考えられている。また、奈良盆地はかつて沼
沢地であり、現地表下 2～3 メートルには粘土層や
砂炭層・砂層が幾重にも重なるとも考えられてい
る。このように周辺を沼沢、潅木、森林などで構
成された食料獲得に有利な地理的環境は、奈良に
多くの集落が築かれた要因にもなったが、それと
ともに、現代に多量な遺物を残す要因にもなって
いる。例えば、有機物の遺物が良好に遺存するに
は、盆地のような低湿地という環境が重要であり、
実際に橿原遺跡からも多量の動物や魚の骨、ドン
グリ類など当時の食生活を示すものが豊富にでて
きている。そして、低湿地の遺物を代表するもの
として「木製品」がある。  
 私はこの見学実習以前に、考古学のゼミで木製
農耕具と工具についての論文を読んだのだが、橿
原市周辺の遺跡で出土した木製の鍬や鋤などを実
際に目にして、同じ農耕具でも「掘り起こしの深
さ」や「掘り起こしの力」等によって様々な種類
があることを知った。例えば鋤でも分離した柄と
身を紐で結ぶ器種は、一木造の製品よりも掘り起
こしの力が強い等ということである。そして私は
特に、この木製品と同じ展示コーナーに展示され
ていた「井戸掘り」についてもっとも興味がわい
た。なぜなら、井戸と木製品が同じコーナーに展
示されていることが一見奇妙に感じたからである。
私はそれまで井戸といえば祖父母の家で見た石製
の井筒(石井)しか知らず、この実習旅行で初めて
木製の井筒(板井)の存在を知ったのである。そし
て、井戸は構築材が木というだけでなく、井戸掘
り道具もまた木製であるということが、井戸と木
製品と同列して展示されていた要因であったと考
える。  
これはつまり「土木具＝木製農耕具」という一
般的な認識が大きく影響していることが分かる。
しかし厳密に調べてみると、木製農具はおもに耕
地開発に使用され、土木具は水路・井戸・住居穴
の堀削に使用されたものとある。さらに、愛知県
の尾張平野部では鍬・鋤のいくつかの機種が、弥
生時代後半に環濠・溝・方形集溝墓から限定的に
出土しており、これらが田・畑の耕作とは直接か
かわりがないというデータ上の報告もある。この
ように木製農具と土木具を明確に区分する考えも
ある。以上のことは、水田の区画化という点で大
規模であった考えられている縄文晩期～弥生時代
の営田を、土木具という面から裏付けるものだと
思う。  
次にこの土木具に関連して、弥生時代から古墳
時代の「土木事業」について調べてみた。初期の
営田は、奈良盆地のような低湿地に位置する自然
堤防や微高地上、あるいは扇状地末端で行われ、
自然環境をそのまま利用したものであった。しか
しこれは土壌がほぼ還元状態にあるため、土地の
生産性は低い。一方、土木事業によって溝や河川
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